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＜概 要＞ 

大阪市立大学大学院医学研究科の鶴田 大輔（つるた だいすけ）教授、小澤 俊幸（おざわ とし

ゆき）講師らの研究グループは SBI ファーマ株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 執行役員

社長：北尾 吉孝）と共同で、緑膿菌※感染皮膚潰瘍に対して、天然アミノ酸である 5-アミノレブリ

ン酸（ALA）の局所投与と LED 光を用いた光線力学療法（PDT）を行い、緑膿菌を殺菌し、細菌

感染していない場合と同等の創傷治癒促進効果を得ることに成功しました。 

 PDT は、既存の抗菌薬の治療とは全く異なる作用機序で殺菌し、耐性菌を生じる事がないため、

新たな細菌感染の治療法として期待されています。なお、2018 年 3 月より、本学医学研究科 皮膚病

態学の臨床研究として、人を対象とした治療を開始します。 

本研究の成果は、2018 年 3 月 5 日に皮膚科学専門誌「Journal of Dermatological Science」のオ

ンライン版に掲載されました。 

 

緑膿菌：水まわりなど生活環境中に広く常在するが、健常者には通常、病原性を示さない弱毒細菌の一つ。各種の抗菌薬に耐性を示す

傾向が強く、日和見感染症の起因細菌として臨床現場で問題となっている。 

 

＜研究の内容＞ 

近年、抗菌薬に対する耐性菌の出現と蔓延が世界的な問題として注目されています。当研究グループ

は 2014 年に、その耐性菌の代表であるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）感染皮膚潰瘍に対し、

5-アミノレブリン酸（ALA）と 410nm LED を使用した光線力学療法（PDT）が、殺菌及び創傷治

癒促進効果を有することを報告しました。PDT とは光感受性物質を投与し、標的となる組織に集積さ

せた後に、特定の波長の光を照射すること

により生じる活性酸素によって標的細胞

（細菌）を死滅させる治療法であり、耐性

菌を生じないという特徴があります。 

入院患者や抵抗力の弱い人に対して大

きな脅威となる感染皮膚潰瘍の原因とし

て、グラム陽性球菌である MRSA と、グラ

ム陰性杆菌である緑膿菌が二大要因とな

っています。今回、MRSA と同様に薬剤

耐性化が問題となっている緑膿菌に対し

ても、PDT が有効かどうかを検討しまし

た。 

 研究当初、緑膿菌に対しても MRSA 同

様の方法で PDT を行っていましたが、効

果が見られませんでした。そこで、さま

ざまな条件を再検討し、少量のエチレン

耐性菌を作らない新たな緑膿菌感染治療法を開発 

（上図の説明） 

A は、マウス背部の感染していない潰瘍の写真。13 日目で、上皮化した。 

B は、緑膿菌に感染させたマウス背部の皮膚潰瘍の写真。13 日目では、

上皮化していない。 

C は、感染したマウス皮膚潰瘍に PDT を行った皮膚潰瘍の写真。13 日

目では、感染していない潰瘍と同様に、上皮化した。 



ジアミン四酢酸二ナトリウム(EDTA-2Na)を 5-アミノレブリン酸（ALA）に混ぜて PDT を試みま

した。その結果、MRSA 感染皮膚潰瘍に対する効果と同様に、緑膿菌は減菌し、有意に創傷治癒が

促進され、感染していない潰瘍と同等の治癒効果を得ることに成功しました。 

5-アミノレブリン酸（ALA）を用いた PDT は、耐性菌を作らない新しい感染皮膚潰瘍の治療法とし

て期待されます。 
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【研究内容に関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学 大学院医学研究科 皮膚病態学  

講師 小澤 俊幸  

TEL：06-6645-3826  E-mail: ozawa@med.osaka-cu.ac.jp 

（左図の説明） 

縦軸は観察初日の潰瘍面積を 100%と

した場合の面積。横軸は日数。 

緑膿菌を感染させた場合（小さな点

線）は、13 日目で、40％までしか治

癒していない。感染していない潰瘍

（灰色の実線）は、13 日目で傷が無

くなった。PDTを行った場合（実線）

は、感染していない場合と同様に、13

日目で傷が治癒した。 

つまり、PDT は創傷治癒を促進させ

た。 

【報道に関するお問い合わせ先】 

大阪市立大学 広報室 担当：三苫 

TEL：06-6605-3410  E-mail：t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp 
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